
平成３０年 北海道胆振東部地震 に関する中国技術事務所の対応 

        分組バックホウ１台、待機支援車１台、応急対策班 １名 を北海道へ派遣！  
第１報 

 中国技術事務所では、９月７日事務所玄関前で出発式を行い、分組バックホウ 
 （遠隔操縦装置付き 分解組立型バックホウ）、待機支援車ならびに、ＴＥＣ－ＦＯ 
 ＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）応急対策班として職員１名を派遣しました。 
 （応急対策班は、ほかに２名の職員と協定業者６名で構成されています。） 

出発式の様子 

取材を受ける副所長 

出発前の打合せ 

多くの報道陣から取材 

          平成３０年９月７日 

出動の様子（左：分組バックホウ、右：待機支援車） 

TEC-FORCE資機材 積込み状況 

分組バックホウ積込み状況 

▲ 災害対策用機械について詳しくは こちら をご覧下さい ▲ 

運搬経路 

分組バックホウと待機支援車は、 

およそ３７時間かけて苫小牧へ
移動しました。 

厚真町にて復旧支援を実施予定
です。 
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http://www.cgr.mlit.go.jp/ctc/bousai/kiki.htm

